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笹 採 り  
　笹の葉には防腐効果があり笹まき、笹だんごは農作業の携行
食としても食されてきました。白沼小・中学校で笹まきの作り
方を教えることもあるという大河原トシ子さんと笹採りを手伝
う夫の國次さん（沼沢）。青々と育った笹の葉は大河原さんの
手によりあっという間に郷土料理へと変わります。 
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お
ぐ
に
っ
こ
広
場
ハ
ー
モ
ニ
カ

鑑
賞
会
が
、
七
月
九
日
、
お
ぐ
に

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
お
ぐ
に
っ
こ
広
場
は
、

小
国
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
の
鑑
賞
会
で
は
講

師
に
渡
邊
英
雄
さ
ん
（
小
国
小
坂

町
）
を
招
き
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
が
実
際
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹

く
な
ど
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
渡
邊
さ
ん
の
演
奏
に

あ
わ
せ
て
誰
か
ら
と
な
く
、
歌
詞

を
口
ず
さ
む
声
が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
芸
能

「
バ
リ
島
の
影
絵
芝
居
小
玉
川
公

演
」
が
、
七
月
十
七
日
、
小
玉
川
地

内
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
南
部
地
区
の
有

志
で
つ
く
る
「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」

（
横
山
隆
藏
代
表
）
と
、
東
京
の

演
奏
団
体
「
音
工
場
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
」
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
会

場
で
は
、
約
三
百
人
の
観
客
が
、

森
の
中
に
設
け
ら
れ
た
ろ
う
そ
く

の
明
か
り
で
幻
想
的
に
演
出
さ
れ

た
影
絵
芝
居
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

小
国
小
学
校
の
五
年
生
が
、
六

月
三
十
日
、
五
味
沢
地
内
の
荒
川

流
路
工
や
流
木
処
理
炭
焼
釜
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、

総
合
学
習
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
環

境
」
と
い
う
側
面
か
ら
、
水
が
原

因
で
起
こ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
の

施
設
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解

す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
実
際
に
炭
焼
窯
に

入
っ
て
炭
を
出
す
作
業
や
、
土
石

流
実
験
な
ど
を
行
い
、
流
路
工
の

役
割
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

6/30

7/17

7/9

総
合
学
習
で
炭
出
し
体
験

砂
防
ダ
ム
の
役
割
を
学
ぶ

音
色
を
奏
で
よ
う

　

お
ぐ
に
っ
こ

ハ
ー
モ
ニ
カ
鑑
賞
会

森
の
中
に
映
し
出
さ
れ
る

幻
想
的
な
世
界

バ
リ
島
の
影
絵
芝
居
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ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　８月１５日に成人式を迎える岡村
香奈さん（緑町）に、今後の目標
や成人式に臨む気持ちについてお
聞きしました。
　「米沢商業高校を卒業後、東京の
専門学校で被服の勉強をしてきま
した。専門学校を卒業後は、小国
町に戻り、今年の春から山形銀行
に勤めています。今はまだ余裕が
ないのですが、事務的な対応では
なく、お客様の事を一番に考え丁
寧に接することを常に心がけてい
ます。仕事だけではなく、日常生
活でも同じ事がいえると思います
が、これからも親切と笑顔を忘れ
ずに仕事を頑張りたいと思ってい
ます。
　今月行われる成人式では、久し
ぶりにみんなと会える事を楽しみ
にしています。大人としての自覚
と責任を持って、式に臨みたいと
思っています。」
　目を輝かせながら話をしてくれ
た岡村さんは、成人式の実行委員
として式が成功するように準備に
励んでいます。

　

平
成
十
七
年
度
山
形
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
置
賜
支
部
交
歓
大
会
及

び
山
形
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
西
置
賜
地
区
予
選
会
の
柔

道
競
技
が
、
七
月
十
七
日
、
小
国
町

柔
道
会
の
主
管
で
、
小
国
高
校
武

道
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
団
体
戦
と
個
人
戦
で

競
わ
れ
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
て
い
る
西
置
賜
地
区
の

小
・
中
学
生
が
、
力
強
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

参
加
し
た
小
国
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
小
学
生
女
子
の
部
で
県

大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

優しい笑顔を忘れずに

　　 平成１７年度新成人

　　　   岡村 香奈さん

　

第
十
一
回
小
国
町
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
祭
が
、
七
月
十
七
日
、
小

国
町
民
体
育
館
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
　

　

小
学
生
や
お
年
寄
り
が
一
緒
に

参
加
で
き
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
、

長
さ
二
十
五
セ
ン
チ
の
羽
を
打
ち

合
う
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど
、
四
種

目
の
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
激
戦
の
末
、
ペ
タ
ン
ク
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
高
成
績
を
収

め
た
沖
庭
地
区
が
優
勝
、
東
南
部

地
区
が
第
二
位
、
町
岩
東
地
区
が

第
三
位
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し

た
。

7/17

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭

7/17

力
強
く
気
合
い
を
入
れ
て

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団柔道

大
会



特 集

4

　

町
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、
小
中
高
一
貫

教
育
の
研
究
開
発
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
小
中
高
十
二
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
の
最
終
段
階
と
し
て
、
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
県
立

小
国
高
等
学
校
の
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
高
校
づ
く
り
の
実
践

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
のののののののののののののののののののののの
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携
をををををををををををををををををををををを
深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
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十
二
年
間
の
一
貫
し
た
教
育

を
支
え
る
小
国
高
校 

　

山
形
県
で
は
、
平
成
十
五
年
度

に
、知
徳
体
が
調
和
し
、「
い
の
ち
」

輝
く
人
間
の
育
成
を
教
育
の
理
想

像
の
中
核
に
据
え
た
「
第
五
次
教

育
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
高
等
学
校
教
育
に

つ
い
て
は
、「
高
い
志
と
挑
戦
す
る

心
を
持
ち
、
自
己
実
現
を
図
る
人

間
の
育
成
」
と
「
郷
土
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
地
域
社
会
・
産
業

の
発
展
を
担
う
人
間
の
育
成
」
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
個
々
の
能

力
を
引
き
出
す
教
育
内
容
・
方
法

の
改
善
、
小
中
学
校
、
大
学
や
地

域
社
会
と
の
連
携
の
強
化
、
勤
労

観
・
職
業
観
の
育
成
を
目
指
す
指

導
方
法
の
改
善
、
魅
力
的
な
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
な
ど
、
教
育
環

境
の
条
件
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
学
校

の
指
定
を
受
け
、
町
内
九
つ
の
小

学
校
と
六
つ
の
中
学
校
、
そ
し
て

県
立
小
国
高
校
が
連
携
し
た
「
小

中
高
一
貫
教
育
」
の
研
究
に
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
一
貫
教
育
を

進
め
る
う
え
で
、
小
国
高
校
は
そ

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

小
国
町
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

高
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
、魅
力
的
な

高
校
づ
く
り

　

小
国
高
校
で
は
、
特
色
あ
る
、

魅
力
的
な
高
校
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
、
新
た
に
「
外
国
へ
の
短
期
留

学
」「
進
学
者
へ
の
支
援
」「
学
校

外
学
修
の
単
位
認
定
」
を
柱
と
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
勝
見

英
一
朗
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

■
外
国
へ
の
短
期
留
学
■

　

小
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

で
は
、
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に

「
国
際
理
解
教
育
」
を
掲
げ
、
小

学
校
か
ら
十
二
年
間
の
継
続
的
な

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
国
高

校
で
は
、
小
中
学
校
で
身
に
つ
け

た
英
会
話
の
実
践
の
場
を
生
徒
に

提
供
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
の
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
修
学
旅

行
で
は
、
現
地
の
ベ
ニ
ス
高
校
と

交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
生

徒
か
ら
は
「
も
う
一
度
ベ
ニ
ス
高

校
を
訪
れ
て
み
た
い
」「
ア
メ
リ
カ

の
高
校
生
活
を
も
っ
と
長
く
体
験

し
て
み
た
い
」
と
い
う
意
欲
的
な

声
が
あ
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
修
学
旅
行
で
培
っ
た
国
際

感
覚
や
、
異
文
化
体
験
を
さ
ら
に

深
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
町
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
年
度
十
月
と
三
月
に
、
六

名
の
生
徒
が
ア
メ
リ
カ
ベ
ニ
ス
高

校
と
コ
ロ
ラ
ド
州
の
高
校
へ
短
期

留
学
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

■
進
学
希
望
者
の
支
援
■

　

本
校
で
は
、
生
徒
一
人
一
人
の

個
性
を
大
切
に
し
、
希
望
す
る
進

路
に
対
応
す
る
た
め
、
二
年
生
か

ら
「
情
報
教
養
」「
国
際
文
化
」

「
数
理
科
学
」
の
三
つ
の
コ
ー
ス

選
択
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

進
学
希
望
者
に
は
、
課
外
学
習
と

し
て
の
講
習
や
添
削
な
ど
、
一
対

一
の
個
別
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
進
学
希
望
先
の
大
学
と

の
連
携
強
化
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
生
徒
の
能
力

勝見英一朗校長
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上
や
情
報
処
理
検
定
二
級
以
上
な

ど
、
指
定
さ
れ
た
検
定
の
技
能
審

査
に
合
格
し
た
生
徒
に
は
一
単
位

を
認
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
一
級
合
格
！

　

七
月
三
日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
プ

ロ
検
定
試
験
で
は
、
本
校
で
初
め

て
三
名
の
生
徒
が
一
級
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
検

定
は
、
全
国
商
業
高
校
協
会
が
主

催
す
る
も
の
で
、
合
格
率
が
全
国

平
均
三
〇
％
の
難
関
で
、
速
度
、

筆
記
、
文
章
作
成
能
力
の
三
教
科

で
審
査
さ
れ
る
検
定
で
す
。
今
回

小
国
高
校
で
は
、
三
級
認
定
者
が

飛
び
級
で
一
級
に
合
格
す
る
な
ど
、

他
校
に
は
み
ら
れ
な
い
優
秀
な
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
二
年
生
は
、
平
成
十
三
年
に

小
中
高
一
貫
教
育
が
始
ま
っ
た
時

の
中
学
一
年
生
で
も
あ
り
、
五
年

目
に
し
て
成
し
得
た
一
つ
の
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。
学
年
末
に
は
初

の
関
連
教
科
へ
の
増
単
位
認
定
証

（
日
本
語
版
と
英
語
版
）
を
合
格

し
た
生
徒
に
交
付
す
る
予
定
で
す
。

　

地
元
に
あ
り
な
が
ら
も
小
国
高

校
の
教
育
内
容
が
わ
か
ら
ず
に
、

専
門
高
校
に
入
学
し
な
け
れ
ば
資

格
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

進
学
す
る
学
力
が
身
に
つ
か
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

ワ
ー
プ
ロ
検
定
の
よ
う
に
、
情
報

処
理
の
専
門
校
で
な
く
て
も
同
じ

よ
う
に
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

町
内
全
中
学
校
を
対
象
に

体
験
入
学
を
実
施

　

も
う
一
つ
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
町
内
全
中
学
校
の
三
年

生
を
対
象
に
小
国
高
校
の
体
験
入

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
学
三
年
生
が
、
一
番
身
近
な
小

国
高
校
で
「
高
校
教
育
」
を
体
験

し
な
が
ら
、「
小
国
高
校
」
の
特
色

を
引
き
出
す
た
め
に
、
山
形
大
学

の
協
力
を
得
て
、
夏
休
み
中
に
工

学
部
の
研
究
室
で
共
同
研
究
を
行

い
ま
す
。
二
年
生
の
生
徒
が
、
機

械
工
学
分
野
で
二
名
、
情
報
工
学

分
野
で
一
名
そ
れ
ぞ
れ
五
日
間
の

研
究
を
体
験
し
ま
す
。
研
究
の
成

果
は
、
八
月
二
十
七
日
の
小
国
高

校
学
校
祭
と
、
九
月
十
七
日
に
本

町
を
会
場
に
行
わ
れ
る
山
形
大
学

移
動
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
発

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

検
定
合
格
者
の
単
位
認
定
■

　

自
分
が
希
望
す
る
企
業
を
訪
問

し
、
就
業
体
験
を
と
お
し
て
、
仕

事
の
大
変
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を
わ

か
っ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

夏
季
休
業
中
に
一
週
間
程
度
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
一
週
間
の
体
験
を
受
け
た

生
徒
に
つ
い
て
は
、
訪
問
先
の
企

業
の
評
価
を
交
え
な
が
ら
一
単
位

と
し
て
認
定
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
英
語
検
定
二
級
以

あ
る
教
育
内
容
や
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

七
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
体
験

入
学
に
は
、
町
内
の
全
中
学
校
か

ら
百
二
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
英

語
や
情
報
な
ど
、
五
教
科
の
中
か

ら
、
希
望
す
る
授
業
を
体
験
し
た

ほ
か
、
高
校
生
の
部
活
動
を
見
学

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

情報の授業の様子

体験入学での理科の実験の様子



7

地
域
に
根
ざ
し
た

高
校
を
め
ざ
し
て

　

小
国
高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い

こ
う
と
、
同
窓
会
や
後
援
会
な
ど

で
は
、
高
校
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、

中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
国
高
校
の
生
徒
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
」

は
、
保
育
園
で
の
人
形
劇
や
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
代
表
の
齋
藤
嘉
貴
さ
ん

に
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
は
、町
の
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
文
化
祭
な

ど
の
行
事
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
り
、
積
極
的
に
募

金
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
嬉

し
く
な
り
、
仕
事
の
大
変
さ
は
忘

れ
ま
す
。
昨
年
、
福
祉
施
設
や
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
を
訪

問
す
る
計
画
を
立
て
た
の
で
す
が
、

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
是
非
実
現
し
よ
う
と
メ
ン
バ
ー

で
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
た
ち
で
自
ら
企
画
し
た
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
環
境
を
創
出

　

今
回
は
、
小
国
高
校
の
特
色
あ

る
魅
力
的
な
高
校
づ
く
り
の
一
部

を
紹
介
し
ま
し
た
。
少
子
化
や
、

個
性
の
重
視
、
価
値
観
の
多
様
化

が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在

り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
と
も
魅
力
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
独
自
の
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
小

国
高
校
と
の
連
携
を
深
め
、
小
国

高
校
を
核
に
小
中
高
十
二
年
間
の

一
貫
し
た
教
育
の
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　僕は、コンピュータで平面
図形をプリントアウトし、
カッターで切り抜き立体にす
るという授業を体験しました。
中学校とは違いレベルの高い
内容でしたが、担当の先生の
やさしい指導で作品を完成さ
せることができました。他校
の生徒とも交流でき楽しかっ
たです。機器が充実していて、
先生方も明るく、きめ細かい
指導を肌で感じる事ができま
した。

　体験学習を通して、小国高
校の良さをたくさん知ること
ができました。実際に授業や
部活動を見学して、明るく活
気にあふれた学校だと思いま
した。また、町内のボランティ
ア活動や国際交流など、小国
高校にしかない特別な授業も
あるということで、さまざま
な人達とふれあいを持つこと
ができる素晴らしい高校であ
ることを改めて感じる事がで
きました。

　授業体験では、先生方が、
一つ一つ丁寧な解説やわかり
やすいヒントを入れて下さっ
たので、安心して楽しく学ぶ
事ができました。この授業で
驚いたことは、先生方の発音
がとてもきれいな事です。Ａ
ＬＴの方と同じような発音を
していたので、とても聞きや
すかったです。私はこの授業
を通して、今度は小国高校生
として英語の授業を受けてみ
たいと思いました。

齋藤 嘉貴さん

「
情
報
の
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
」

玉
川
中
学
校
三
年

佐
藤　

正
規
さ
ん

「
英
語
の

授
業
体
験
を
通
し
て
」

北
部
中
学
校
三
年

伊
藤　

美
里
さ
ん

「
小
国
高
校
の
良
さ
」

小
国
中
学
校
三
年

木
戸　

宏
樹
さ
ん
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暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
季
節
は
、
特
に

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

環
境
条
件
や
体
調
に
よ
っ
て
体

温
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

り
、
体
温
が
保
た
れ
て
い
て
も
気

温
の
影
響
で
身
体
に
障
害
が
起
こ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
炎
天
下
に

長
時
間
さ
ら
さ
れ
た
り
、
激
し
い

運
動
を
し
た
り
す
る
と
体
温
が
異

常
に
上
昇
し
、
と
て
も
危
険
な
状

態
に
な
り
ま
す
。
暑
い
時
に
は
無

理
な
運
動
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

木
村  
久
子

社
会
福
祉
協
議
会

主
任
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

暑
さ
な
ん
か
に

負
け
な
い
で
！

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 17

　

任
期
満
了
に
伴
う
小
国
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
七
月
五
日
に

告
示
さ
れ
、
選
挙
に
よ
る
委
員
十

二
名
が
無
投
票
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
五
日
に
開
か
れ

た
臨
時
議
会
で
は
、
議
会
推
薦
委

員
二
名
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
山

形
お
き
た
ま
農
業
共
同
組
合
、
置

賜
農
業
共
済
組
合
、
井
の
下
土
地

改
良
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
選
後
初
め
て
の
農
業
委
員
会

総
会
が
七
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
、
会
長
に
井
上
市
郎
氏
（
再
任
）、

同
職
務
代
理
者
に
遠
藤
昭
氏
を
そ

れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
任
期
は
、
平
成
二

十
年
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

小
国
町
農
業
委
員
会
委
員
十
七
名
が
決
定

職
務
代
理
者
に

遠
藤　

昭
氏

会
長
に 
井
上
市
郎
氏

小
国
町
農
業
委
員
会
委
員
十
七
名
が
決
定遠　藤　和　彦

（大宮　土地改良区推薦）

遠　藤　　　昭
（白子沢　選挙）

小　池　啓　一
（今市　選挙）

井　上　市　郎
（岩井沢　選挙）

渡　部　�　吉
（叶水　選挙）

渡　邊　正　義
（樽口　農協推薦）

佐　藤　和　美
（樽口　選挙）

新野　八郎兵衛
（伊佐領　選挙）
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体
調
を
整
え
る
た
め
に
は
、
十

分
に
睡
眠
を
と
る
事
や
し
っ
か
り

食
事
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

暑
く
て
眠
れ
な
い
時
な
ど
は
、
水

枕
や
ア
イ
ス
ノ
ン
の
よ
う
な
物
を

使
用
し
て
頭
を
冷
や
し
た
り
、
寝

具
や
寝
衣
な
ど
で
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
静
か
な
場
所
や
、

普
段
寝
て
い
る
環
境
を
変
え
て
み

る
と
効
果
的
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
前
に
水
分
を
多
く
摂
る
と

満
腹
感
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
食

欲
の
な
い
時
は
、
水
分
摂
取
を
控

え
る
よ
う
に
す
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
摂
取
で
き
そ
う
な
食
物

を
少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
も
良
い

方
法
で
す
。

　

蒸
し
暑
い
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
て
は
大
変
で
す
。
動
け
な
い

介
護
の
必
要
な
方
や
認
知
症
の
方

な
ど
は
、
訴
え
な
い
場
合
や
訴
え

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
遠
慮
か
ら
我
慢
し
て
し
ま
う

方
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
介

護
を
な
さ
る
方
は
、
水
分
補
給
や

食
事
摂
取
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う

に
援
助
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
室

内
は
風
通
し
を
良
く
し
て
、
室
温
、

湿
度
調
節
を
こ
ま
め
に
し
、
環
境

整
備
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

　平成１７年第５回臨時議会
が、７月１５日に開かれまし
た。今回の議会では、農業
委員の議会推薦や、一般会
計補正予算など、４議案が
審議されいずれも原案どお
り可決されました。主な内
容についてお知らせします。

豪雨災害で　　　　 
７９７万９千円を追加

　６月２７日、２８日の豪雨に
より被害をうけた泉岡用水
路や、林道田沢頭峠線など
の農業、林道施設等の復旧
経費を追加措置しました。

町道整備工事の 
請負契約を決定

　平成１２年度から改良整備
を進めている、町道土尾二
渡戸線の野中橋架け替えを
含む道路整備工事の請負契
約を締結しました。契約者
は山和建設株式会社で、契
約金額は、５，７７５万円となり
ました。

臨 時 議 会

小　関　清　子
（増岡　議会推薦）

佐　藤　　　博
（五味沢　選挙）

伊　藤　好　郎
（田沢頭　選挙）

今　　　源　二
（舟渡　選挙）

�　橋　潤　一
（叶水　選挙）

佐　藤　　　進
（中田山崎　選挙）

安　部　文　雄
（長沢　選挙）

川　�　　　恵
（大石沢　議会推薦）

今　　　正　敏
（小国小坂町　共済推薦）
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去
る
七
月
二
十
四
日
、「
小
国

町
地
域
安
全
町
民
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
を
い
た
だ

い
た
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
、
さ
ら
に
は
交

通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
は

全
て
の
町
民
が
念
願
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
は
、
国
際
化
や
情
報
化
な

ど
、
社
会
経
済
環
境
の
急
速
な

変
化
に
よ
っ
て
、
外
国
人
に
よ

る
犯
罪
や
少
年
に
よ
る
犯
罪
が

目
立
っ
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
十
六
年
一
月

「
小
国
町
生
活
安
全
推
進
条
例
」

を
制
定
し
、
安
全
、
安
心
の
町

づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
犯
罪
や
事
故
を
防

止
す
る
た
め
関
係
機
関
や
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
一
層
の
連
携
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
大
会
が
、「
安
全
で
安
心
な
町

づ
く
り
」
の
一
助
に
な
る
よ
う
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
か

長
室
か
らら

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◆

【
狂
言
】

期
日　

九
月
五
日
�
か
ら
九
日
�

講
師　

大
蔵
流　

山
本
東
次
郎
氏

【
能
】

期
日　

九
月
十
二
日
�
か
ら
十
五

日
�

講
師　

九
世　

観
世
銕
之
丞
氏

象
に
し
た
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
も
自

由
に
観
覧
で
き
ま
す
。

◇�
や
っ
て
み
よ
う
＊
狂
言
�◇

日
時　

九
月
六
日
�
・
七
日
�
・

八
日
�
午
後
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で

場
所　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容　

狂
言
の
基
本
的
な
発
声
、

歩
き
方
、
立
ち
居
振
る
舞

な
ど

＊
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

狂
言
の
体
験
教
室
で
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
教
育
委
員
会

事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
町
民
と
受
講
生
の
交
流
会
◇

日
時　

九
月
十
日
�

　
　
　

午
後
四
時
か
ら

場
所　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
生

と
町
民
と
の
交
流
会

＊
参
加
希
望
の
か
た
は
教
育
委
員

会
事
務
局
へ
。

◇
フ
ラ
ン
ス
物
産
販
売
◇

日
時　

九
月
十
一
日
�

　
　
　

午
後
三
時
か
ら

場
所　

白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ア
ス
モ

内
容　

受
講
生
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス

物
産
販
売
や
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
披
露

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
舞
台
発
表
◇

日
時　

九
月
十
六
日
�
午
後
六
時

か
ら

場
所　

小
国
町
民
体
育
館

内
容　

受
講
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
の
発
表

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

休
講
日
（
九
月
十
一
日
）
に
受

講
生
の
町
内
案
内
を
し
て
く
だ

さ
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
。

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
（
�　

―
２
１
４
１
）

６２

　日本やヨーロッパの舞台芸術をテーマとし、フランス
と日本より受講生を受け入れる白い森国際交流ワーク
ショップが、９月５日から１６日まで、白い森交流センター
りふれを中心に行われます。

【
全
体
演
劇
】

期
日　

九
月
五
日
�
か
ら
十
六
日

�
（
土
・
日
を
除
く
）

講
師　

大
門
四
郎
氏

＊
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
、
り
ふ
れ
野

外
能
舞
台
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。

◇
学
校
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◇

沖
庭
小
学
校　

九
月
八
日
�
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時

北
部
小
・
中
学
校　

九
月
十
四
日
�

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

＊
学
校
を
会
場
に
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
児
童
生
徒
を
対

白白
いい
森森
国国
際際
交交
流流

ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
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町
民
の
生
活
安
全
意
識
の
高
揚

と
自
主
的
な
地
域
安
全
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
七
月
二
十
四
日
、

小
国
町
地
域
安
全
町
民
大
会
が
小

国
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
小
国
警
察
署
や

小
国
町
防
犯
協
会
の
協
力
を
得
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
四
百

人
を
超
え
る
町
民
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
犯
罪
や
防
犯
の
研
究
に

携
わ
っ
て
い
る
東
京
大
学
大
学
院

の
樋
村
恭
一
研
究
員
が
「
犯
罪
に

強
い
明
る
い
町
づ
く
り
」
と
題
し

て
講
演
を
し
た
ほ
か
、
二
十
三
名

で
編
成
さ
れ
る
山
形
県
警
音
楽
隊

に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
代

表
と
し
て
清
野
孝
さ
ん
と
め
ぐ
み

さ
ん
ご
夫
妻
（
小
国
小
坂
町
）
が
、

犯
罪
の
な
い
安
全
で
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

進
ん
で
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
な
ど
の
内
容
の
地
域
安
全
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

町民代表による大会宣言 山形県警音楽隊による演奏

　

第
四
十
三
回
山
形
県
畜
産
共
進

会
が
、
七
月
八
日
、
山
形
市
の
山

形
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
、
本
町
よ

り
出
品
さ
れ
た
和
牛
二
頭
が
、
九

月
十
六
日
か
ら
川
西
町
で
開
催
さ

れ
る
、
第
五
回
東
日
本
和
牛
能
力

共
進
会
に
、
山
形
県
を
代
表
し
て

出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
国
の
和
牛

小
国
の
和
牛

東
日
本
大
会
に
出
場

東
日
本
大
会
に
出
場

☆
第
四
十
三
回
山
形
県

畜
産
共
進
会
結
果
☆

　

こ
の
共
進
会
に
は
、
県
内
各
地

か
ら
百
四
十
頭
の
牛
や
豚
が
出
品

さ
れ
、
う
ち
六
十
頭
の
肉
用
牛
の

中
か
ら
、
渡
部
初
男
さ
ん
（
町
原
）

の
な
か
こ
号
が
生
後
十
四
ケ
月
以

上
、
十
八
カ
月
未
満
の
雌
部
門
で

第
一
位
、
遠
藤
和
彦
さ
ん
（
大
宮
）

の
か
げ
な
み
号
が
、
生
後
十
四
ケ

月
以
上
、
二
十
二
カ
月
未
満
の
部

で
第
二
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

渡部初男さん

遠藤和彦さん

肉用牛第２部第１位のなかこ号

肉用牛第３部第２位のかげなみ号

～なくそう犯罪、防ごう事故、そして築こう地域の安全～ 
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皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地
２
号
室
、

３
号
室　
　

１
Ｄ
Ｋ　
　

２
戸

▽
対　

象

○
世
帯
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

か
た

○　

歳
以
上
の
か
た
で
、
自
立

６０し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
同
居
の
場
合
は
、
同
居

す
る
か
た
が　

歳
以
上
の
配

６０

偶
者
ま
た
は
親
族
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟
Ｂ
１
０
４
、
Ｂ

３
０
３　
　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

　
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
か
た

■
募
集
期
間　

８
月
２
日
�

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
日
�

■
入
居
時
期　

９
月
上
旬

■
敷　
　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

へ体
験
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

■
期　

日　

９
月
３
日
�

■
場　

所　

飯
豊
少
年
自
然
の
家

■
対
象
者　

子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
の
指
導
者
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
か
た
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
や
子
ど
も
会

育
成
会
な
ど
の
関
係
者
の
か
た

で
、
地
域
の
青
少
年
の
体
験
活

動
や
育
成
に
興
味
の
あ
る
か
た

■
内　

容　

地
域
の
な
か
で
、
子

ど
も
の
体
験
活
動
を
実
施
す
る

と
き
に
必
要
な
、
指
導
者
の
心

得
や
技
能
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�

２４

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

■
日　

時　

８
月　

日
�
、　

日

２０

２１

�
、　

日
�
（
３
日
間
）

２７

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁
（
米

沢
市
）

■
対
象
者　

置
賜
地
域
に
在
住
の
、

起
業
意
欲
の
あ
る
中
高
齢
の
か

た
お
よ
び
女
性
の
か
た

■
内　

容　

中
高
齢
や
女
性
の
か

た
に
よ
る
、
地
域
の
問
題
解
決

の
た
め
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー

■
参
加
費　

千
三
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
保
健
福
祉
環
境
部
福
祉
課

（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０
２

２６

６
）
へ

コ
ー
ラ
ス
発
表
会

■
日　

時　

８
月
４
日
�

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜

■
場　

所　

玉
川
小
・
中
学
校
体

育
館

■
内　

容　

声
楽
家
の
亀
田
眞
由

美
氏
が
指
導
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
発
表
会

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

へ紙
芝
居
製
作
講
座

■
日　

時　

９
月　

日
�
午
前
８

１７

時　

分
〜　

時

４５

１２

■
場　

所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ

■
定　

員　
　

名
１５

■
内　

容　

講
義
、
実
技
、
鑑
賞

な
ど
を
通
し
、
紙
芝
居
を
制
作

す
る
と
き
の
留
意
点
や
技
術
を

学
び
ま
す
。

■
講　

師　

長
沼
奈
美
氏

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

９
月
９
日
�
正
午

ま
で

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
教
育

委
員
会
事
務
局
へ

お 知 ら せ コ ー ナ ーコ ー ナ ー

白
い
森
の
国
お
ぐ
に

in

　

山
形
大
学
は
、
県
内
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
「
地
域
に
根
ざ
し
、

開
か
れ
た
大
学
」
を
目
指
し
、
地
域
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
特

色
あ
る
大
学
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
山
形
大
学
の
教
育
や
研
究
内
容
の
紹
介
、
町
民

と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
移
動
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
山
形
大
学

フ
ェ
ア 　
 
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
」
を
実
施
し
ま
す
。

ｉｎ

■
日　

時　

９
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１７

１０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
町
民
体
育
館

■
内　

容

○
講
演
会
「
白
い
森
大
学
」

▼
演
題
「
有
機
の
光
が
世
界
を
変
え
る

　
　
　

〜
有
機
Ｅ
Ｌ
と
地
域
活
性
化
〜
」

▽
講
師　

工
学
部
教
授　

城
戸
淳
二
氏

○
模
擬
授
業

▼
演
題
「
台
湾
人
か
ら
見
た
日
本
と
ア
メ
リ
カ
」

▽
講
師　

留
学
生
セ
ン
タ
ー　
 
尤 　
 
銘  
煌 
氏

ゆ
う 

め
い 
こ
う

▼
演
題
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
そ
の
利
用
」

▽
講
師　

工
学
部
教
授　

東
山
禎
夫
氏

○
料
理
交
流　

外
国
人
留
学
生
と
町
民
に

　
　

よ
る
母
国
料
理
づ
く
り

○
科
学
実
験
教
室

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

入
浴
剤
や
万
華
鏡
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ラ

イ
ム
づ
く
り
な
ど

○
サ
ー
ク
ル
発
表

　
　

大
学
、
町
民
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
発
表
会

○
大
学
紹
介

　
　

各
学
部
や
入
試
情
報
の
紹
介
、
研
究
成
果
の
パ
ネ
ル
展
示

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ

山形大学
フェア
山形大学山形大学
フェアフェア　
 
白
い
森
の
国
お
ぐ
に

in
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

今月の町長と語る日は８月２４日�です。
お気軽においでください。

年金相談

○日　時　８月１７日�

○受　付　１０：３０～１４：３０

○場　所　役場町民相談室

○問合先　町民課へ

弁護士無料法律相談

○日　　時　９月１５日�

　　　　　　１０：００～１５：００

○場　　所　総合センター

○申込期限　９月８日�

○そ の 他　相談は予約制とし、

申込順となります。

○問 合 先　町民課へ

人権相談

○日　時　８月２６日�

　　　　　１０：００～１２：００

○場　所　総合センター

○相談員　人権擁護委員１名

○内　容　人権に関すること

○問合先　町民課へ

■
開
催
期
間

　

平
成　

年
２
月
ま
で

１８

■
開
催
場
所　

お
も
に
山
形
県
総

合
運
動
公
園
（
天
童
市
）

■
対
象
者　
　

歳
以
上
の
か
た

６０

■
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
�　

―
２
８
２
５
）
へ

６２

稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

■
日　

時　

９
月　

日
�
午
前
９

１１

時　

分
現
地
集
合

３０

※
会
場
が
わ
か
ら
な
い
か
た
は
、

午
前
９
時
に
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

荒
砥
駅
集
合

■
会　

場　

白
鷹
町
深
山
地
内

　
「
い
き
い
き
深
山
郷
の
ど
か
村
」

■
募
集
人
数　

先
着　

名
程
度

３０

■
参

加

費　

千
円

■
申
込
期
限　

９
月
5
日
�

■
申
込
方
法　

８
月　

日
�
か
ら

１５

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
農
産
園
芸
係
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
５
１
）
へ

２６
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会

■
期　

日　

９
月　

日
�
〜　

日

２０

３０

�
（
８
日
間
講
習
）

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

町
内
に
住
む　

歳
か

５７

ら　

歳
ま
で
の
、
パ
ソ
コ
ン
操

６５
作
を
習
得
し
た
い
か
た

■
定　

員　
　

人
（
応
募
多
数
の

２０

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
講　

師　

山
形
県
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
教
育
協
会

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

９
月
９
日
�

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
）

■
申
込
・
問
合
先

〒
９
９
９
―
１
３
５
２

小
国
町
岩
井
沢
６
０
４
―
２　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
（
�　

―
０
０
３

６１

０
）
へ

置
賜
・
森
の
恵
み
塾

■
定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

３０

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
６
３
）
へ

２６
調
理
師
試
験

■
受
験
資
格　

学
歴
お
よ
び
実
務

経
験
を
有
す
る
か
た
（
詳
し
い

こ
と
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）

■
試
験
日
と
試
験
会
場

　

月　

日
�　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

１０

１２

ス
ル
（
山
形
市
）

■
受
付
期
間　

８
月　

日
�
〜

２２

　
　
　
　
　
　

９
月
２
日
�

■
受
付
場
所

　

置
賜
総
合
支
庁
生
活
衛
生
課

■
問
合
先　

県
健
康
福
祉
部
保
健

薬
務
課
生
活
衛
生
担
当
（
�
０

２
３
―
６
３
０
―
２
３
２
９
）

へ税
証
明
に
係
る
委
任
状
に
つ
い
て

　

次
の
証
明
で
本
人
以
外
の
代
理

人
の
か
た（
同
居
の
親
族
を
含
む
）

が
申
請
す
る
場
合
は
、
必
ず
委
任

状
が
必
要
で
す
。

○
所
得
証
明
、
納
税
証
明
、
資

産
証
明
、
課
税
証
明
、
非
課

税
証
明
、
土
地
家
屋
名
寄
、

評
価
額
証
明
な
ど

■
問
合
先　

税
務
出
納
課
ま
た
は

町
民
課
へ

さ
い
わ
い
荘
盆
踊
り
大
会

■
日　

時　

８
月　

日
�

１０

子
ど
も
の
部　

午
後
７
時
〜

　
　
　
　
　
　

７
時　

分
３０

大
人
の
部　

午
後
７
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　

８
時　

分
３０

■
場　

所　

さ
い
わ
い
荘

■
そ
の
他　

う
ち
履
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

さ
い
わ
い
荘
（
�　
６２

―
３
８
２
１
）
へ

第　

回
県
健
康
福
祉
祭
と
き
め
き

１４
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
５

　

地
域
の
高
齢
者
の
か
た
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
祭
典
で

す
。

内　　容場　所日　  時
山菜栽培の現状について
※講師は舟山勇氏（若山）です。

米沢市
（伝国の杜）

９／７�
１８：００～２０：００

山菜の植付け作業について
※講師は舟山勇氏（若山）です。

米沢市
（現地）

１０／２９�
９：３０～１２：００

原木きのこの栽培方法
（外業あり）

米沢市
（伝国の杜）

１１／１６�
１３：３０～１６：００

炭焼き体験（入門編）白鷹町
（十王）

H１８．２／４�
９：３０～１２：００

■日時と場所と内容
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　左の表は、７月１９日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

求人情報求人情報求人情報

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

８
月　

日
�
、　

日

２３

３０

�
子
育
て
講
座
（
絵
本
の
楽
し

み
か
た
）、
９
月
６
日
�

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
８
月　

日
�
の
場
所
は
、
総
合

３０

セ
ン
タ
ー
で
す
。

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼
８
月　

日
�
、
９
月
１
日
�

１８

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼
８
月　

日
�
、　

日
�
、

１１

２５

　

９
月
８
日
�

　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
そ
の
他　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
８
月　

日
�
、　

日
�

１５

１６

が
お
盆
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ行
方
不
明
者
捜
索
強
化
月
間

　

８
月
は
、
行
方
不
明
者
捜
索
強

化
月
間
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

厳
守
し
ま
す
。
ご
家
族
の
中
で
、

連
絡
が
取
れ
な
い
か
た
が
い
る
場

合
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
相
談
・
問
合
先　

小
国
警
察
署

生
活
安
全
課
（
�　

―
０
１
１

６２

０
）
へ

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
８:００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 ㈱
８:００～１７：００不問土木施工管理技士１人㈱ 船 山 工 務 店
８：００～１７：００不問ダンプ運転士、事務員５人大 河 内 産 業 ㈲

８:００～１７：００不問土木施工管理技士、土木作業員、廃棄物処理作
業員、運転手、営業、事務員、重機オペレーター９人㈱ 横 川 建 設

８：３０～１６：４５ほか１８～３０マシンオペレーター２人㈱ 井 上 製 作 所
８：１５～１７：００２０～５０組立工３人㈲ ヤ オ コ ー
８：００～１７：００１８～３５工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 ㈱
８：００～１７：００不問運転手２人㈱ K S 産 業
８:００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８:００～１７：００３０～６５洗浄工4人㈲ 小 国 技 研
８：４５～１７：００不問農業機械整備１人山形おきたま農業協同組合
８：００～１８：００１８～２５大工見習１人小 林 建 築
８：００～１７：００不問サービススタッフ2人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
９：００～１８：００不問バス運転手5人翔 礼 交 通 ㈱
８：００～１７：００不問交通誘導５人㈲ 村 上 警 備 保 障
８：３０～１７：１０～３５製造開発、設備管理２人東芝セラミックス㈱小国サイト
８：１５～１７：１５２０～３４技術員、研究員３人日本重化学工業㈱小国事業所
９:００～１７:４５不問機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所
９：００～１７：００２０～５０保険営業５人第一生命保険相互会社坂町支部
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
９：１５～１７：００２０～５９保険営業5人アクサ生命保険㈱長井分室
８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人㈲コンズカンパニー第一ホール小国店
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸㈱山形長井営業所
８：００～１７：３０～４０資材販売、配達１人㈱ 鶴 岡 屋 小 国 営 業 所
９：３０～１８：３０１８～４５販売員１人小 国 食 糧 ㈱
９：００～２０：００
間の３～５時間１８～４５販売、調理補助２人㈲白い森よこね物産品直売所

７:３０～１７：００不問造林作業２人小 国 町 森 林 組 合
９：００～１８：００ほか１８～３０販売員２０人㈱コメリ新潟地区本部
８：４５～１８:００不問店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
１０：００～１９：00不問調理補助1人㈲ 菊 一
８：３０～１７：１５２０～６５プール監視員５人小 国 町 役 場
９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲ 白 い 森 調 剤 薬 局

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆負け犬亭主の遠吠え川柳 見川　文雄　

（小国町出身）
◆ＦＲＩＥＮＤＳ 江國　香織　
◆ミシン 獄本　野ばら
◆わんこの指圧 石野　　孝　
◆色でひける花の名前がわかる事典

高橋　竜次　
◆グッチ裕三の早うまレシピ グッチ裕三　
◆となりの町戦争 三崎　亜記　
◆こどもがわかる経済ニュースの本

阪本　将英　
◆姓名の暗号 樹門　幸宰　
◆山形おぐに渓流地図２００５年度版
※ほか多数入荷しました。

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

８月３日（水）   今月の休館日今月の休館日

■日　時　９月８日�午前９時３０分～
午後６時、９日�午前９時
～午後６時（２日間講習）

■場　所　山形ビッグウィング（山形市）
■定　員　１００名
■受講料　９,９７０円（テキスト代を含む）
■申込・問合先　置賜労働基準協会
　　　　　　　　（�０２３８―２１―５６７８）へ

プレス機械作業主任者技能講習会

　雇用相談員が、雇用や労働につい
ての相談を受けています。またイン
ターネットで、町内から近隣市町村
の求人情報の検索ができます。気軽
に利用してください。
■相談時間　８：３０～１７：００
　　　　　　（祝祭日を除く）
■場　　所　役場正面玄関ロビー脇
■問 合 先　雇用相談室へ

町の雇用相談室を利用して下さい
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

人口のうごき 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,828人（＋4） 
女 … 5,090人（＋4） 
計 … 9,918人（＋8） 

世帯数 　　3,309世帯（－1） 
平成17年6月30日 

緑 町  
五 味 沢  
朝 篠  
東 原  
石 滝  

(66) 

(74) 

(91) 

(53) 

(45)

誕生おめでとうございます。 

ゆ い  

大 　 宮  渡　邉　　結 
敏　弘 
真　紀 （ 

れ ん  

小国小坂町 齋　藤　　蓮 
裕　一 
晴　香 （ 

は づ き  

大 　 滝  渡　部　葉　月 
昭　好 
虹　美 （ 

そ う た  

兵 庫 舘  舟　山　颯　太 
洋　平 
弘　美 （ 

りゅうせい 

小 国 町  窓　橋　竜　聖 竜　司 
宏　美 （ 

まなぶ 

小 玉 川  渡　邊　　学 
竹　男 
義　子 （ 

結婚おめでとうございます。 

町 原  
飯 豊 町  

渡　部　　淳　 
安　部　広　美 （ 

岩 井 沢  
新 潟 県  

見　川　孝　司 
今　井　貴　子 （ 

兵 庫 舘  
五 味 沢  

飯　田　一　馬 
舟　山　宏　美 （ 

舟　山　勝　衛 
齋　藤　重　男 
舟　山　イ　ツ 
清　水　　　昼 
斎　藤　純　一 

■問合先　健康福祉課へ

場　所対　象受付時間乳幼児健診月 日

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
持
ち
物 
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

　
（
４
カ
月
児
、
１
歳
児
健
康
診
査
は
除
く
）

○１７年１月～
　５月生まれ
○７歳６カ月ま
でに２回接種
を終えていな
い子ども

１３：００～

１３：３０

ポリオ
予防接種９/７

１６年１月
　～３月生まれ

１２：３０～
１３：００

１歳６カ
月児健康
診査

９/１６

１７年５月生まれ１３：００～

１３：１５

４カ月児
健康診査

９/３０
１６年９月生まれ１歳児

健康診査

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

　

現
在
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

有
効
期
限
が
８
月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３１

　

９
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
８
月
末

ま
で
に
各
世
帯
あ
て
に
配
達
記
録
便
で
送
付
し
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
の
回
収
は

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、
９
月
１
日
か
ら
町
民

課
窓
口
に
回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
仕
事
や
学
校
の
た
め
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
場
合
は

　

修
学
や
旅
行
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
家
族
と
別
居
し
、

住
所
が
異
な
る
か
た
は
、
別
個
の
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
８
月　

日
�
ま
で

１９

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
、
８
月
末
ま
で
に
郵
送
で
き
ま
す
。

申
請
書
は
町
民
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
必
要
書
類　

在
学
証
明
書
（
学
生
）

■
申
請
・
問
合
先　

町
民
課
へ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

　国民年金の加入が任意だった期間に加入していなかっ
たことにより、現在、障害の１級、２級に該当している
にもかかわらず、「障害基礎年金」を受給していない障害
者のかたを救う目的で「特別障害者給付金制度」が創設
されました。
■問合先　町民課または米沢社会保険事務所
　　　　　（�０２３８―２２―４２２０）へ

特別障害者給付金制度国民年金からの
お知らせ
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町
民
卓
球
大
会
は
、東
芝
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
㈱
小
国
サ
イ
ト
の
体
育
館
を

お
借
り
し
て
、昭
和
四
十
六
年
か
ら

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
職
場
で
の
練
習
や
大
会

を
と
お
し
て
、
日
頃
の
成
果
を
町
民
大

会
で
発
揮
さ
れ
て
き
た
飛
渡
二
男
さ

ん（
西
）に
当
時
の
思
い
出
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
「
地
区
対
抗
の
卓
球
大
会
が
始
っ

た
頃
の
審
判
や
、
会
場
の
設
営
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
が
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
の
社
員
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
第
一
回
の
大
会
か
ら
出
場

し
、
今
も
現
役
で
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
毎
日
一
時
間
ぐ
ら
い

は
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
素

速
い
動
き
を
す
る
卓
球
は
、
見
た

目
よ
り
も
体
力
を
必
要
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
今
こ
う
し
て
元
気
で

い
ら
れ
る
の
は
当
時
の
練
習
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
体
育
館
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ほ
ど
応
援
の
人

が
集
ま
り
、
特
に
決
勝

戦
に
な
る
と
み
ん
な
の

注
目
の
中
で
試
合
を
し

ま
し
た
の
で
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
、

ダ
ブ
ル
ス
が
得
意
で
し

た
が
、
勤
務
先
も
同
じ

と
い
う
仲
間
が
北
東
部

地
区
に
い
ま
し
た
の
で
、

気
が
合
う
最
高
の
コ
ン

ビ
で
し
た
。
シ
ン
グ
ル

ス
の
試
合
に
出
場
し
た

と
き
は
、
中
学
校
の
先

生
と
戦
う
こ
と
に
な
り
、

生
徒
の
大
声
援
と
手
拍

子
の
中
で
試
合
を
し
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
試
合
で
先
生
に
勝
っ

た
事
が
嬉
し
く
て
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

今
は
卓
球
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
卓
球
の
愛

ち
ゃ
ん
効
果
で
ま
た
以
前
の
よ
う

に
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

　

い
く
つ
も
飾
ら
れ
た
栄
光
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
指
さ
し
な
が
ら
思
い

出
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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育
協
会
設
立
五
十
周
年
記
念

昭和４６年卓球大会　写真右が飛渡さん

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももももももももももももももももももももににににににににににににににににににににににににににににににににに出会いとともに

健健
康康
・・
体体
力力
づづ
くく
りり
のの
ああ
ゆゆ
みみ

シ
リ
ー
ズ

編
集
編
集
室
か
ら 

　

広
報
の
担
当
に
な
っ
て
四
カ
月
、

今
月
も
な
ん
と
か
原
稿
が
あ
が
り

ほ
っ
と
一
息
。
原
稿
に
「
追
わ
れ

る
」
の
で
は
な
く
、
常
に
情
報
を

「
追
い
」、正
確
で
わ
か
り
や
す
い

広
報
づ
く
り
を
と
心
が
け
て
い
る

の
で
す
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
締
め

切
り
の
日
が
私
に
向
か
っ
て
く
る

よ
う
な
…
。

　

今
月
の
取
材
で
、
四
十
六
頭
の

和
牛
を
飼
育
し
て
い
る
畜
産
農
家

の
遠
藤
和
彦
さ
ん
（
大
宮
）
を
訪

れ
た
と
き
、「
こ
の
仕
事
は
難
し
い

か
ら
お
も
し
ろ
い
。
簡
単
で
誰
で

も
出
来
る
事
じ
ゃ
な
い
か
ら
や
り

が
い
が
あ
る
ん
だ
よ
。」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
私
も
、
自
信
と
誇

り
が
持
て
る
よ
う
頑
張
ら
な
け
れ

ば
、
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
舟
山
）

「
当
時
か
ら
の
練
習
が

今
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

飛渡　二男さん

そばによって来てくれた遠藤さんの子牛


